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目 的 材 料 応 用 例
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間隙調整

耐 熱

絶 縁
導電性

装 飾

生体親和性

その他

亜鉛､アルミニウム、アルミニウム亜鉛
合金、プラスチックス、ステンレス鋼

ジルコニア（ＺrO2-Y2O3，ＺrO2-CaO,
ＺrO2-MgO）、MCrAlY合金、NiCr

SiAl-ポリエステル、Ni-C

Al2O3

Cu、 Al、 NiCr

真鍮、各種セラミックス

純チタン、ハイドロキシアバタイト

ジルコニア

超硬合金（WC-Co）、自溶合金、
CoCrAl合金、Al2O3-TiO2､
ステンレス鋼

化学プラント、鉄鋼構造物、海洋構造物

ガスタービンブレード、ジェットエンジン燃焼器内壁、ロケットエンジン
ノズル

ジェットエンジン圧縮機摺動部、ターボチャージャーコンプレッサハウジング

ヒーター

電気部品

家具、マンホール蓋

人工骨、人工股関節、人工歯根

酸素センサー、固体電解質型燃料電池電解質

熱間圧延ハースロール、プレス型、熱間押出加工用ダイス、ポンプのス
リーブおよびシール部、水車の羽根、製紙ロール、印刷機給水ローラ、各
種機械部品

各種コーティング技術の比較

溶射の原理

溶射の応用分野

コーティング物質 基材材料 密着度 成膜速度（mm/h）

金属、合金、セラミックス、
プラスチックス、ガラス

金属、合金

耐熱金属、セラミックス、
硫化物、セレン化合物
など

純金属、合金、化合物

純金属、合金、炭化物、
窒化物、酸化物

15kg/h　フレーム
25kg/h　アーク

0.01～0.25

0.01～2.0

0.015～4.5

0.005～1.5

優れる

比較的良好

比較的良好

優れる

基板加熱で良好
基板のスパッタクリー
ニングで優れる

メッキ液に侵されない
物質

500～2000℃の温度と
蒸着物の化学腐食に
耐える材料

ガスの出ないすべての
表面

ガスの出ないすべての
表面

金属、セラミックス、
プラスチックス、
木材、紙製品

エネルギー
溶射材料
ガ　ス

溶射ガン ワークへの粒子加速

粒子の固化と強い機械的
結合を有する皮膜の形成粒子の加熱・溶融・軟化



溶射とは金属やセラミックス、サーメットなどの材料を加熱・
溶融させた状態で基材表面に吹き付け、皮膜を形成する表面改
質技術の一つです。表面改質は極めて過酷な環境や条件の中で
高い信頼性が求められる現代の各種産業用機械には欠かせない
技術です。なかでも溶射は幅広い種類の材料を高速で施工でき
るという特徴があり、耐食、耐摩耗、耐熱・遮熱などの目的で
幅広く用いられています。また、新しい溶射法の開発や性能・
品質向上に向けた研究開発が日々進められています。

一般社団法人 日本溶射学会は溶射に関する理論ならびに工業の
発展を図る事を目的に1957年に設立されました。学術論文誌
の発行、全国講演大会の開催、各支部における研究活動、さら
に溶射管理士認定制度や工業規格(JIS・ISO)制定など溶射分野
におけるさまざまな活動を通して、溶射の学術および技術の発
展、大学・研究所など学術機関と溶射関連企業、さらに海外と
の技術的・人的交流の促進を進めております。

現在、人類が直面する環境・エネルギー問題の解決には各種機器のエネルギー
効率向上やインフラ構造物の長寿命化が必須です。その為には材料が過酷な環
境で長時間の耐久性を発揮することが求められます。もはや単一の材料ですべ
ての機能を発揮するには限界があり、表面改質によって材料に耐環境性や機能
性を付与することが当然に期待される時代が到来しております。数ある表面改
質技術の中で、溶射は厚膜を大面積に効率的に形成できる点で他の追随を許さ
ない位置を占めています。しかも成膜できる材料は金属、セラミックス、プラ
スチックス、これらの複合材料と非常に多様です。当学会は、溶射技術のさら
なる革新と普及に向けて研究者・技術者が集い、共に切磋琢磨し国際的ネット
ワークを構築する場を提供します。本技術の最新動向に関心ある皆様のご参加
を心よりお待ち申し上げます。
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出版活動
●日本溶射学会誌「溶射」（年4回発行）
●全国講演大会講演論文集
●溶射技術入門（三訂版）

●溶射工学便覧（改訂版）
●共同刊行英文誌 "Materials Transactions"（月刊）

学術交流
活動

国際交流
活動

技術普及
活動

●全国講演大会（年2回 春・秋）
●各支部における研究会活動
　（関東・中部・西日本・九州各支部）
　

●溶射管理士講習会および認定試験
●標準制定活動〔溶射に係わる日本工
　業規格(JIS)の制定〕

●溶射に係わる海外の学術団体や大学、研究機関、産業界との交流
●国際会議の共催 （ITSC1995, ITSC2004, ATSC2012）

JTSS

■入会案内
正 会 員 年会費　￥9,000 入会金　￥2,000

年会費　￥4,000 入会金　￥1,000学生会員

法人会員 法人の入会は「特別会員」または「賛助会員」として承っております。
詳しくは別紙案内または事務局へお問い合わせください。




